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読書力評価の国際標準にむけての一考察  

－イギリスのナショナル・テストを中心に－  

足 立 幸 子  

1．問題意識と本稿の目的   

我が国の児童・生徒の読書力を上げるためには，読書力評価の研究を充実させ，読書力評価の  

方法を確立することが重要である。そして，その評価は，あらゆる評価と同様に，児童・生徒の  

読書活動を推進し活性化するものでなければならない。このような読書力評価とはどのようなも  

のか，それを検討するのが本稿の目的である。   

一方で，2000年のOECD（経済協力開発機構OrganisationforEconomicCooperationand  

Development）によって行われた生徒の学習到達度調査（以下PISA：Programme for  

InternationalStudentAssessment）は，日本の国語科教育が体験した始めての国際標準テストで  

あり，いろいろな意味で議論を呼んだ。現時点では結果の十分な分析及び見解の捷出に至ってい  

ないが，32カ国中数学の第1位，理科の第2位に比べて，読解力（readingliteracy）の第8位と  

いう数字は，極端に低いような印象を残した。数学や理科の評価が，これまでに様々な形で国際  

比較をされているのに対し，国語では，日本語という言語の体系が，英語ヤフランス語のような  

言語と異なっているため，そのような比較にさらされずにきた。したがって，国語科教育界が，  

「国際標準」について意識させられることはなかった。しかし，「国際標準」テストは，今後増加  

していく傾向にある（Shiel＆Cosgrove，2002）（l）。事実PISAは，3年後の2003年，そのさらに  

3年彼の2006年にも継続して実施されることが決定されており，規模も拡大していくことになっ  

ている。このような状況のもとにおいて，読書力評価の研究を充実させ，読書力評価の方法を確  

立するためには，「国際標準」を視野に入れることが不可欠である。  

「国際標準」ということばは，その前提として「世界中の国々においては多様性があるのだけれ  

ども」ということを含んでいる。事実，筆者は，国際読書学会の年次大会や世界読書会議を通し  

て，「読書」という現象・概念について，文化差があることを感じてきた。また，自分の発表にお  

ける海外研究者の質問から，「読書」という現象の捉え方が，我が国と外国では異なっていること  

を感じた場面もあった。読書指導の研究においては，「国際」あるいは「比較」という言葉を用い  

ない場合も含めて，海外における読書研究の成果を取り入れていることが多いが，このような読  

書に関する文化差があることを意識しておく必要がある。しかし，これらの文化差は次第に縮ま  

っていくであろうし，「国際標準」の設定は，そのような動きを加速する機能も持っている。   

以上のような問題意識により，本稿においては，「国際標準」を視野にいれた読書力評価の方法  
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を検討することを目的とする。  

2．方法   

読書力評価の「国際標準」を考察するためには，理想としては，あらゆる国のあらゆる読書力  

評価の仕方を調べて，その共通点や相違点を取り出していくことであろう。しかし，それは実際  

の作業としては，A国ではこのようなシステム，B国ではこのような方法，C国の場合は，と無  

限に広がっていくだけで，そこで我が国の読書力評価を有機的に考えていくことにはつながりに  

くいと考えられる。   

次に，最も分かりやすい方法は，「国際標準」であるPISAのテスト問題と解答とその結果を分  

析することであろう。しかし，「PISA調査は，学校で学習した教科内容の理解度や定着度をみる  

というよりも，子どもたちが将来社会に参加したり，生活していく力をどの程度身につけている  

かをみる」（2）調査であり，読書力評価を読書指導に生かしていくということを前提として，学校に  

おける読書力評価を考察しようとする本稿の目的には，あわない調査である。   

そこで，以下のような方法をとることとした。まず，「国際標準」より小さい単位として「国内  

標準」に焦点をあてることにした。特に，「国際標準」の読書力評価に影響を与え，その見本とな  

るような読書力評価を実施している外国の「国内標準」を検討することにより，我が国の読書力  

評価のあり方を考察する方が，問題意識により適合した情報が引き出せると判断したためである。  

そこで具体的には，イギリスとアメリカ，それからPISAにも参加し，筆者が近年読書指導の方  

法について比較研究を行っているスペインにおける読書力テストと読書力評価に関する情報を収  

集した（3）。その結果，実際に入手できたものは，表1の通りである。   

これらの国のうち，厳密な意味でナショナル・カリキュラムという「国内標準」（4）を持っている  

のは，イギリスのみである。アメリカにもスペインにも学習指導要領にあたるような規定（アメ  

リカ：Standard，スペイン：Programadeeducaci6n）は存在するが，それらは，非常に短い文  

章で抽象的であり，実際の評価方法がその規定に基づいているとは言えない。アメリカの場合は，  

さらに小さい州単位で，カリキュラムと評価方法が開発されている。このような現状から，イギ  

リスの調査が中心となった。   

表1のそれぞれについて，簡単に解説する。番号1は，その「国内標準」に基づく読書力評価  

である。ナショナル・カリキュラムのレベルおよびキーステージに基づいて，その到達度を測る  

というテストである。その年齢の全ての児童・生徒がこれを受験する。評価者は教師である。日  

本にはこの種のテストはないが，実際に参考にできる点が多く存在すると考えられるので，本稿  

ではこのナショナル・テストを中心的な分析の対象とする。番号2，5，7は大学など高等教育  

を受けるための統一テスト及び到達度テストで，大学入試的機能を有する。我が国でこれに似た  

テストを挙げるとするならば，大学入試センター試験が該当する。したがって，読書活動を活性  

化するための評価というよりも，むしろ，選別の論理で作られたテストである。それぞれを比較  

－96－   



表1各国の読書力評価（国内標準）  

番号  国名  名 前   目的・対象年齢・特徴   入手の形態  作成者・情報の出所   

ナショナルー  ナショナル・カリキュラムに基づいて，そ  テストそのも  QCA  

テスト   の達成度を見る。7歳，11歳，14歳の全て  の，教師のた  （QualiBcationsand  

NationalTbst  の児童・生徒が対象。読書だけでなく，数  めのテスト実  Curriculum  

学・理科等のテストも含む。   施要領   Authority）  
GCSE   義務教育終了時に受ける試験。16歳対象で  問題集，生徒  0ⅩfordUniversity  

イ                                                   （General   あるが，大学入試を前提とした希望者のみ  用ガイド   Press  

2  

Education）  しては，英語（English）と英文学（English  
リ  Literature）がある。  

ス   コマーシャル・テスト（業者用テスト）。  テスト及び，  NFER－NELS  

Reading   単語選択を中心としたテスト。内容として  教師のための  ON  
3  

Scale2   は，読解能力（readingcomprehension）  テスト実施要  

を計る。   領  

Readingthe  どのような本が何冊ぐらい読まれているか  調査結果報告  BookMarketingLtd  
4  

Situation   など，読替行動を出版状況からみた調査  番   

SAT   大学入試のための標準テスト。二つの部分，  生徒用問題集  TheCollegeBoard，  

57 

SATI（ReasoningTest）SATII（Subject  （実例を含む）  BarTOn’sEducational  

メ  
Test）からなる。  SeriesInc．など  

TheCase  標準テストに反対する動き   教師対象の研  AほeKohn，（2000）  

リ カ                                       Against  究昏   Heinemann   

6   

T巨sting  

ス  Ex象menes  大学人就のための統一試験。18歳対象。  授業見学   IESJaumeSalbador  
7             ペ イ  iPedrol学校   

ン   明的文章（Peri6dico）の2分野からなる。  

することは，大学入試という制度を検討する際には有用であろうが，本稿の問題意識には適合し  

ない。番号3は，業者によるテストである。一見，一つの文に適切な語を4つの選択肢から選ぶ  

という形式になっているので，語彙あるいは語知識の測定テスト（5）のように見える。しかし，選  

択肢は非常に注意深く作られており，その語嚢を難易度から，読書力がかなり正確に測定でき  

る（6）。もしもこのようなテストを日本で作成するならば，語嚢の難易度に関する詳細な研究の蓄  

積が必要となろう。番号4は，いわゆるテストではないが，読書行動の一側面をとらえている重  

要な調査である。日本においては，毎日新聞社の『読書世論調査』がこれに近い。日本で読書指  

導について論じられるとき，読書力テストよりも『読書世論調査』が取り上げられることが多い  

ので，比較のために，見てみることとした。番号6は，資料収集にあたって，実際に読書教育に  

携わっている教師から多数聞かれた意見である。「国際標準」に比べて「国内標準」は実際のとこ  

ろ政治的・政策的な意味合いが強くなる。この点も考慮しておく必要がある。また，代表として  

あげたKohn（2000）には，著者が批判するSAT以外のStandardaizedTests（例えば，ITBS，  

CTBS，MAT，CATなど）についての情報が掲載されているので，ここに取り上げた（7）。なお，詳  
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袖については，足立（2003）（8）で論じている。   

以上のことから，本稿においては，番号1のイギリスのナショナル・テストを直接の分析対象  

とし，詳細に検討することを通して，ここから「国際標準」を視野にいれた読書力評価の確立に  

向けての情報を取り出すこととする。入手できた中で最新のテストを用いる。さらに，番号2か  

ら番号7についても，読書力評価の一側面として触れ，考察の－資料とする。  

3．イギリスにおけるナショナル・テスト  

3．1キーステージ1（2002年）   

キーステージ1のテストは，7歳を対象としている。教師の目の前で，児童がある本を音読し，  

その行動を観察して評価するという，いわゆるパフォーマンス・テストである。児童が十分にそ  

の力を発揮できるように，自然な雰囲気の中で評価が行われなければならない。次頁の表2に示  

した本のうち，3から4冊を教師があらかじめ用意しておく。この表に示されたものは，2002年  

に新しく選定されたものであり，2001年，2000年，1999年などの古いものも使ってよいことにな  

っている。レベル1もレベル2も表2の斜字体3冊がノンフィクションのテクストとなっている。   

イギリスの読書指導関係の論文・書籍の中で，これらの本に言及しているものはほとんどない。  

なぜなら，これらの本は，イギリスの読書指導の場面においてあまり使われることがない本であ  

るからである。パフォーマンス・テストを行うには，これらの本が児童にとって初対面であるこ  

とが必要である。また，表の中で，視覚的障害や英語を第二言語としている児童たちに対しての  

配慮があることも，我が国の読書力評価では，例をみない点である。  

3．1．1本を読む前の活動の評価   

まず，教師（評価者）はこれらのリストの中から3～4冊を用意しておく。児童たちはリラッ  

クスした状態の中で，これらの本を見，一冊を選ぶ。教師は，その本を一緒に読んでいくこと，  

また，もしも必要があったら助けを出すことができることを説明する。最初に教師は，児童がど  

うしてその本を選んだのかについて，児童と話し合う。例えば，「この本のカバーが好きなのか  

な？」，「他にこういう本を読んだことがあるのかな？」というような質問をする。レベル2に達  

している児童以外は，非常に短い話し合いで始まるかもしれないが，印刷（print）に対しての基  

本的な知識，例えば本の中には読み手が読むことができる文字や語と絵があるということなどに  

ついて確認する。その話し合いから，自分が選んだテクストに児童がどのように反応しているか  

ということを，教師は判断していくのである。それらの判断の証拠としては，以下のようなもの  

があげられる。これらのことを評価する教師は観察していくようにする。  

・自分の選択に関連付けてコメントができること  

・選んだ一冊のほかの本についても話ができること  

・タイトルやカバーのイラストを用いてコメントができること・タイトルにおける文字や語に  

ついて認識していること  
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表2 パフォーマンス・テストで使用される本  

レベル1 2002年のための新本   

助βC烏助oc烏附♂k了Ⅵg柁～偽一仰  助砂Gγ盲乃物＆A犯伽町β和紺乃g  勒励β卯鹿   0－J4－055556－0   

蝕βオJ侶ノ「1坤   戯作乃月わγ物＆αrね肋c和   旅ぬ眈抑止伽叩  ロー43J－βJ（好J一方   

乃gβgぶ比抑ed蝕βr佑ノ仰   肋乃α肋0乃α乃＆昂由α如娩凡肋γ  ふ戒0血s庇   0－439－ロブ46ユーJ   

Fred（ⅤⅠ）   
LindaJennings＆Basia Bodanowicz  LittleTigerPress   

g  
1－85430－127－6   

GuessWhatIam   AnniAxworthy   WhlkerBooksLtd  0－74457－743－8   

Howdoyoufeel？（EAL）   GillianLiu＆JaneGreen   EvansBrothersLtd  0－7445－6213－9＊   

Ladybird（EAL）（ⅤⅠ）   KarenHartley＆ChrisMacro  HeinernannLibrary  0－431－01682－8   

Mine！（EAL）（B）（ⅤⅠ）   HiawynOram＆MaryRees  FrancesLincolnLtd  0－7112－0682－1   

NotLikeThat，LikeThis（EAL）  Tony Bradman ＆Joanna  PictureMammoth  0－7497－2415－3  

（ⅤⅠ）   Burroughes   

ScaredofaBear   HildaOfEen   
HodderChildren’s  
Books   

TboMuchTalk（B）   Angela Shelf Medearis 
0－7445－4775－Ⅹ  

WalkerBooksLtd   0－7445－4013－5＊   

YbuandMe，LittleBear（EAL）（B）  MartinWadde11   WalkerBooksLtd  0－7445－5472－1   

レベル2 2002年のための新本   

肋ゆ肋乃∫fgγ   ル払ゐ7滋β血c点椚α乃   乃椚〃r血dββ0血  J蠣β閻6′42－7   

坤乃‖茹独和侶）仰   月b〃Orガβαd   βgJ≠挽α触∫   
J一β4Jββ－355－4  

J一朗J3β－α好一0＊   

了Ⅵgf軸gγβ喝■抽cどぶざ佑ナ「1仰  凡7占βγり肋∬Cカ   ロイ39一口J以㌢β   

AnotherFineMess（EAL）（B）   TbnyBonning＆Sal1yHobson  David＆Charles Children’sBooks  ト86233－145－6   

Flu Bu Night JuneCrebbin＆StephenLanibert  VhllkerBooksLtd  0－7445－3627－8   

FrogisaHero（EAL）（Ⅵ）（B）   MaxVblthuijs   AndersenPress  0－86264－76ト4   

Starlight   GillianLobel＆NicWickens  TamarindBooks  1－870516－43－5   

TheStars   PatricMoore   RedFox   0－09－96788ト0   

Tidyup，Trevor   RobLewis   RedFox   0－09－920111－9   

TwoLittlePenguinsCalled   
JacquesDuquennoy＆Georgie  OrionChildren’s  1－85881－110－4  

Adams   Books   

WhatDoWheelsandCranksDo？  DavidGlover   HeinemannLibrary  0－431－0627ト4   

Wind and Us JillianPowell   BelithaPress   
ト84138－143－8  

1－8556ト721－8＊   

（B） 点字（brailユe）バージョンがある本  

（ⅤⅠ）視覚的障害（visualimpairments）のある児童に合わせて特に作られた本  

（EAL）付加的言語（additionallanguage）としての英語を学ぷ児童に合わせて特に作られた本  
＊  ハードカバーの本  

このような方法を用いれば，本を選ぶという読者活動に非常に重要な行為を評価することがで  

きるのである。  

3．1．2 音読に対しての評価   

次に，児童が音読するのを教師が観察する。レベル1では，以下のようなポイントについて観  

察する。  

・いくつかの単語について認識しているかどうか  

ー99－   



・文脈の中で語を読んでいくために，発音上のストラテジーを用いているか  

・一節ごとに心の中で意味をとらえているか，例えば意味の通じる他の語に置き換えたり，言  

語のパターンに気付いていたりするか  

・句読点についての意識がみられるかどうか，例えば適切なところで休止しているか  

・読んでいる事柄について反応しているかどうか，例えばコメントを加えたり，笑ったり，身  

振りをしたりすることによって  

・テクストを正しく追いかけているか，例えば絵を指し示したり，ページをくるところが分か  

ったりすることを通して   

・韻についての知識を用いているか   

レベル2では，音読時に，単なる観察ではなく，ランニング・レコード（runningrecords）と  

いう評価方法を用いる。具体的には，児童がその選んだ本を音読していくそばから，読み間違い  

はないか，読み間違えたならどのように間違えているか，書き込みながらチェックしていく。教  

師は，単語ごとに桝目に区切られたテクストをあらかじめ用意している。そして，一人一人の子  

供に対して，単語ごとにチェックをしていくのである。チェックの仕方には細かい規則がある。  

表3はその規則及び略語についての一覧である。   

教師は子供の音読を聞きながら，その場で同時にこれらの記号を単語ごとに区切られた桝日に  

書き込んでいくのである。子供が知らない語を読む時にどのように読んでいったかというその中  

身について分析するものである。もしも教師が補助をして正しい読み方を言ってしまった場合は  

T，それ以外に子供がなんとか読もうと試みているその試み方をPhからSCでチェックしてい  

く。これは，音読が正しいか否かを判断するというより，音読している際の児童の頭の働きを評  

価しようとする方法で，ミスキュー分析に似ている。（足立注，似ているが異なる点もある。例え  

ば，ミスキュー分析は録音したテープを分析するのであるが，ランニング・レコードでは，読ん  

でいる最中にその場で即時に判断を下していく。）児童の英語圏の読書指導の方法について書かれ  

た教師向けの書籍には，しばしばランニング・レコードについての説明が載っているので，イギ  

リスの教師にとっては知られている評価方法であるといえる。  

表3 ランニング・レコードで用いられる略語  

略  語   説  明   

0＝Omitted 忘れた   その語が抜けたところ   

T＝tOld 言った   
教師がその児童に言わなければならなかった語（その節の意味を保持するため  

に子供が必要とした語のみ）   

Ph＝phonic 音の   シンボルと昔のパターンについての知識   

G＝graphic 視覚の   語の部分についての知識や一貫した文字パターンについての知識   

S＝SyntaCtic 統語の  文法的に意味のある代用 例えばhisをherとしたような場合   

C＝COnteXtual文脈の  テクスト全体として意味のある代用，例えばdirtyをdustyとしたような場合   

SC＝Selfcorrects   
読書ストラテジーをうまく使っているという証拠   

自分・で訂正した  
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3．1．3 音読後の話し合いによる評価   

読んだ後に児童と教師はその内容について話し合う。これは，児童が，テクストを理解してい  

るかどうか，また本を読むことを楽しんでいるという側面や本を読むことに対して興味を発見し  

ているという側面が認められるかどうかについての児童の能力に焦点をあてる。そのために，教  

師は以下のような質問を投げかけて話し合う。  

・最も好きなところはどこかな？  

・お話の中で，面白かったり悲しかったりしたことはあるかな？  

・お話の中で一番好きな人は誰かな？ またそれはどうしてかな？  

・お話の中で一番嫌いな人は誰かな？ またそれはどうしてかな？  

・どこか驚いたところはあるかな？  

・前に知らなかったことで今回分かったことはあるかな？  

などである。   

レベル2では，子供が選んだ本がフィクションの場合とノンフィクションの場合で，本の選び  

方に対する質問例や，読後の話し合いに対する質問例が異なる。例えば，フィクションのどの本  

にでも通用する質問の例として以下のようなものが挙げられている。  

・最初の数ページを読んで，このお話はどのように終わるだろうと考えたかな？  

・なぜこの本にはこのタイトルがついているんだと思う？  

・前に自分のところで起こったことを思い出したかな？   

一方，ノンフィクション全体の質問例としては，  

・この本はお話の本（astorybook）と似ているかな？  

・そのページについてどんなことを考えたかな？  

・目次からどんな情報を得たのかな？   

などが挙げられている。さらに，個々の本によって，具体的な発間例が少なくとも4つずつ挙  

げられている。例えばノンフィクションの一つである“MyPetKitten”では，「なぜ，最初の文  

はボールドで始まっているのかな？」「どうして緑の枠の中にテクストが書かれているのだろう？」  

「本を理解するために絵はどんなふうに役に立ったのかな？」「なぜ，子猫はと一緒にいると穏や  

かになるって書いてあるのだろうね？」といった質問が挙げられている。無味乾燥な文章（テク  

スト）ではなく，一冊の本としてその色形風合いまでも含めて扱っていることがうかがえるので  

ある。   

図1は，－一連の評価の過程を経て作られた記録シート例である（8）。右上の「レベルとグレード」  

欄に記入されているように，この児童の場合は，2cというレベルだと評価されている。実はこ  

れは，教師用の評価要領に細かく示されたガイドラインに基づいている。また，児童の観察と話  

し合いでのコメント例が12も載せられており，それらの資料を教師がどのように判断するかの解  

説も詳しく載せられている。これらを読めば教師は，自分の児童がどのレベルでどのグレードで  

あるか，評価できるようになっている。  
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キーステージ1 終了時評価 2002年  

レベル1とレベル2のための読書力評価記銀  

氏名  β付  

本  私のペットの子猫（MyPetKitten）  レベルとグレーI／2c  

この記録シートは，子供が読んでいる作業の中での達成度についてその証拠を書きとめておく助けとなる  

ように提供されているものです。評価時の観察をどのように記録するかについては，多くの考えが提供さ  

れています。あなたは，他の重要な観察を同時にしてもかまいません。これらの考えのそれぞれをすべて  

観察して記諒する必要はありません。あなたが書きとめたことは，それぞれの場合に応じてあなたが観察  

をしたその証拠をよく反映することになるでしょう。  

正確に，をめらかにト意味がとれるように彦むこと  

非常にためらいがち  

ストラテジーの収用は限られている   

主に音のストラテジーを用いている 時々不適当  

概してテクストを理解していた  

誇銀された泉絶  

句読点の恵織あリ  

語の読み  

以下のストラテジーの使用：  

音の，視覚の，統語の，文脈の  

総体的な独立；正確さ；なめらか  

さ；意味が通じることに対する感  

覚；句読点の意識  

屠解と反応  

この本がノンフィクションであるということを知っていた。内  

密のページを用いることができる。  

節を好んだり，それらについて話したりした。  

いかに本とテクストがはたらいてい  

るかということについての知識  

興味と関心（invoIvement）  

再話，予想  

以下に関連したコメント：本全体；  

主題（mainideas）；登場人物；驚  

き；新しい情報；本の書かれ方  

与えられた情級を理解しそれに自分白身のコメントを付けかえ  

た  

「ぼくは絶対，子猫のしっばをひっばったりしない」  

本を楽しんだ  

「ニの本は素敵だ，ぼくほ子猫が好きだ」  

図1 読書力評価の記録シートの例  

3．1．4 考察   

以上，キーステージ1での読書力評価の実際を分析した。7歳という初等教育のしかもキース  

テージ1という最初の段階では，まず文字を読むということが評価の対象となるのではないかと  

筆者は考えていた。ところが，単に文字を読むというだけでなく，実際に本を使って，本を選ぶ  

ことが評価内容となっている。さらに，音読に対する観察とランニング・レコードを通して，単  

なる内容理解にとどまらない，本というものに村する態度や意識を評価していることがわかる。  

さらに読後の話し合いを通して，本に対するかかわり方を評価していると結論づけることができ  
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る。これらの細かい分析を通して，最終的に，その児童のもっている読書力がレベルとグレード  

という形で評価されるのである。まとめると，このイギリスの「国内標準」は，文章を読解する  

ことをだけを評価するのではなく，読書活動，読書に対する態度を評価するということがどのよ  

うなことかを，示しているといえよう。  

3．2 キーステージ2（2002年）   

キーステージ2は，11歳を対象として行われるテストである。キーステージ1同様，ナショナ  

ル・テストでは，読むことだけでなく，書くこと（writing），算数（mathematics）などもテス  

トされるが，ここでは，読替（reading）に関するところを取り上げる。   

キーステージ2では，レベル3－5とレベル6の二種類のテストがある。しかし，その形態は  

非常に似ている。すなわち，雑誌（小冊子）のような形態の読書媒体と，問いおよび解答欄から  

なる解答冊子からなる。読替媒体は，それぞれ以下のような構成になっている。  

3．2．1レベル3－5 『火災一味方か撒か－』   

3．2∴1読書媒体   

表紙は，美しい緑色で，中央に種子が発芽しているところを撮影した大きな写真，左上に小さ  

く森林火災の炎が燃え盛っている写真，右下に森林の緑が美しく木漏れ日が美しい穏やかな森林  

の様子を写した写真という構成になっている。実際には，このテストのためQCAが作成した読  

書煤材だが，表題の文字などから判断して，明らかに「雑誌」を模している。5種類の文章がの  

っている。（ちなみに，2001年の同じレベルの読書媒体「大洋の声」は，『ワイルド・トラック雑  

誌 第1号』という名前がつけられていたり，編集者挨拶が編集者の顔写真入りで掲載されてい  

たりして，雑誌であるということが強調されていた。）  

1．序文（Introduction）  

2．生命のサイクルを図式的に示した説明文「新しい生命のきらめき」（TheSparkofNew   

Life）  

3．W．W．E．Rossによる詩「森の中に火事がある」（There’saFIREintheForest）  

4．ArthurCatherallによる物語（story）からの引用「炎が近づいてくる」（TheFlames   

ComeCloser）  

5．森林火災についての新聞記事（レポート）「火は数千エーカーも脅かす」（Firethreatens   

thousandsofacres）   

つまり，雑誌であるから，複数の文種から森林火災という問題にアプローチしているという形  

態になっている。それぞれの概要を述べる。（なお，執筆の都合上，本稿では雑誌形態の全体と区  

別するため，これらを読書材と呼ぶ）。  

読書材1  序文  

この冊子には，森林火災についての複数の異なる見解（differentviews）が載せられているこ  
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と，山火事はいろいろなものを破壊しうるが，かなり頻繁に世界中で起こっており，利益ももた  

らしているということが示されている。  

読書材2  どのように火災が新しい成長をもたらしうるかということについて説明をしている  

文章。生命のサイクルが図式的に説明されている。そのサイクルは5つのステージになっており，  

それぞれの写真（例えば，火災の火が木に燃え移っている写真）とステージを一文であらわした  

囲み（例えば，「森林火災は多くの木々やその他の植物を破壊する」），細かい説明（例えば，この  

ステージならば「古くて死んでしまった木が森の中で多数存在するとき，その火災は簡単におこ  

り，燃え方は荒々しくなる。動物たちは，安全なところを見つけて非難し，そのほとんどは生き  

残る。イエローストーン国立公園は，約30000エーカーの広さがあるが，そのうち240エーカーは  

1988年の火災で焼けた」）の3つの部分からなっている。  

読書材3  詩 森に火事がある  

森に火事がある！  

生き物たちは逃げている  

炎は後ろまで近づいている  

ぐんぐん進む強い風をともなって  

高く動く木のてっぺん  

火の大波が押し寄せる。  

森に火事がある  

全ての木々が燃えている。  

全ての世界が燃えている！  

生き物は探している  

小川の安全  

熱く燃えるものを超えて  

生き物は逃げている；  

彼らは苦しんでいる，耐えている  

冷たい小川に達するために  

彼らはそれらが通り過ぎるのを知っている  

棒猛な燃えるものから逃げるために  

冷たい小川に達するために  

切なる思いのために  

読書材4  物語。ArthurCatherallの「空っぽの大地」（TheEmptyLand）という作品からの  

引用である。挿絵が入っているが，3ページにもわたり，この読書媒体の中でもっとも長い文章  

である。粗筋は以下の通りである。アフリカの大地に生まれた赤ちゃんインパラ（足立注，アフ  

リカ産大型玲羊）。生まれて十分後に立てるようになり，すぐに初めての食事にとりかかる。その  
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朝は平和にすぎたが，その夜に北の方から煙が流れているのを見る。それはあまりに遠くにある  

ように見えたが，徐々に周りの動物たちは逃げ始める。気付いた時には，周りの動物たちはまっ  

たくいなくなっていた。いまや火や近くにせまり，やっとのことでお母さんインパラと赤ちゃん  

インパラは火から逃れる。  

読書材5  SusanElliotの署名記事。2000年8月22日水曜日という日付入りで，本物の新聞ら  

しくしたててある。燃え盛る森林火災の様子を写した写真と，黒くすすけた男性消防士（Joe  

Millar）の写其，「森林管理経済調査」の女性研究者（CaroIParker）の写真入りである。記事の  

中では，JoeとCarolの発言が引用されている。   

3．2．1．2 解答冊子及び質問例   

45分で解答することになっており，総ページ数は15ページ，計31間の問いと解答欄が設けられ  

ている。答えの形式は，全部で4種類である。  

・短い解答………… 1語あるいは句で解答するもの（足立注，タイプAとする）  

・数行の解答……… より長い語の組み合わせか，1から2文で解答するもの（同，タイプB）  

・より長い解答……より長く自分の意見を説明する必要があるもの（同，タイプC）  

・その他の解答……線で結んだり丸で囲んだりするもの（同，タイプD）   

31間の問いのうち；我が国の読書力評価に参考になりそうなもの（つまり，我が国では行って  

いなもの）を取り出してみる。   

間1から9は，読書材2「新しい生命のきらめき」についてである。問9では，その見開き貢  

が丸ごと解答冊子に印刷されている。その上で，「間9a（足立注，タイトル部分を線で指し示し  

て）なぜ，「新しい生命のきらめき」がよいタイトルなのでしょうか」「間9b（足立注，それぞ  

れのステージを一文であらわした囲み2つを線で指し示して）この囲みの中に番いた目的は何で  

しょうか」「間9c（足立住，サイクル（つまり循環）を示している円形の矢印部分2箇所を線で  

指し示して），このテクストの構造について，矢印は何をあなたに示しているのでしょうか」とい  

う三つの開いが並べられている。解答は，解答欄のスペースからタイプCのより長い解答である。  

間9は，内容把撞確認の間1から5（解答は連語選択のタイプD），「間6 なぜ，火の粉は，そ  

の種をリリースする必要があるのでしょうか」のような内容読解の問い（解答は一文で説明のタ  

イプB）の後に，間9のような問いがあるのである。   

間10から13は，読書材2の辞についての問いである。これらの問いは我が国でもよく行ってい  

る問いである。例えば「間10 この帝の中で，森の動物たちは何から逃れ何を捜し求めているの  

でしょうか」（解答タイプA）である。「間13 この詩の中で，パニックの感情をどのように作り  

出しているでしょうか。a語の選択において b 行の並べ方について」は，少し尋ね方が我が  

国のものと異なるかもしれないが，詩における言語選択とその効果についての問いということで，  

ほぼ我が国のものと同様である。   

間14から23は，読書材3についての問いである。問16の起こった事柄を順番どおりに並び替え  

るもの，間17のお母さんインパラが特に危険におちいった理由（解答タイプD 4つの選択肢か  
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らふさわしい1つを選択）を開くものなどは，我が国でも行われている。間19から221は，読書  

材3中から文を抜き出してきて，それぞれについて「どのように～したか説明しなさい」「なぜ、  

なのか書きなさい。」といった，内容読解についての問いである。   

間24から2別ま，読書材4についての問いである。「間28 なぜ，レポーターはJoeMillarと  

CaroIParkerの引用をこの記事に含めたのでしょうか。」（解答タイプB）では，新聞記事という  

文種の特徴に基づいて，書き方の効果を問う問いとなっている。   

間29から31は，この雑誌全体（thewholebooklet）についての問いである。「間29 CaroI  

Parlkerは，森林火災は再生のサイクルのひとつのステージにすぎないという見方でみられなけ  

ればならないと言っている（足立注，この言葉は読書材5の新聞記事に載せられているもの）。4  

～5ページ（足立注，読書材2「新しい生命のきらめき」にあたる）で読んだことを用いて，こ  

の意味するところを説明しなさい」については，タイプBで説明する。「間30 左側に位置して  

いる以下の文は，あなたがすでに読んだ三つのテクストから取り出したものです。それぞれの文  

にあったテクストがどのタイプのテクストから来たのか考えなさい。そしてそれを線で結びなさ  

い。」答え方はタイプDで図2のような解答欄になっている。  

鳥たちはそれぞれの巣から飛んでいってしまう。  情報テクスト  

その動物たちは，涙を持ち上げて，空気のにおいをかいだ。  新 聞 記 事  

動物は速やかに森林内の安全な地域に移動する。  物語からの抜粋  

図2 間30の解答欄  

「間31この冊子（booklet）は，火災一味方か敵か－と呼ばれている。この冊子の中で読んだ  

こと全てについて考えて，なぜこれがよいタイトルであるか説明しなさい。」タイプCの解答欄で  

あるが，7行ものスペースがとられている。個々の文章を適切に読むだけではなく，それらを総  

合して考える力を測っている。  

3．2．2 レベル6『パズルー絵と語における－』   

3．2．2．1読書媒体   

この読書媒体は，序文とパズルについて書かれている3つの文章からなっている。序文は日次  

を兼ねていて，それぞれについて最初に説明している。（図3）レベル3－5ほど文章の数は多く  

ないが，「パズル」というものに対して，さまざまな切り口でとらえた文章が載せられている。   

3．2．2．2 解答冊子   

キーステージ2レベル6の解答冊子は，レベル3－5に比べて，一つの問いに対する記述の量  

が多くなっている。したがって必然的に，問題数は少なくなっている。 一つの問いに要する時間  

が長くなるので，60分間テストとなっている。この解答冊子も基本的には複数の違ったタイプの  

テクストを操作するということを前提にしてつくられているが，問題数の減少や紙面の都合もあ  

るのか，冊子全体に対しての問いはない。  
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囲3 レベル6の読書媒体の構成  

3．2．3 考察   

以上のように，このキーステージ2のテストでは，文章を読むということではなく，雑誌（冊  

子）という形態のものをどのように読書していくかということを総合的にとらえる質問と解答が  

数多く設けられていた。それも，文章読解と離れない形で，それぞれの読解が雑誌全体の読書と  

どのようにかかわっているかについて気付かせる問いであるといえる。どちらの読書媒体も，解  

答冊子と同じぐらいの厚さであり，色刷りのことを除けば，経済的に十分作成可能なものである。  

文章の読解に付する評価と，読書行動に対する評価が，一つの読書力評価として結びついている  

ものといえよう。  

3．3 キーステージ3（2001年）   

キーステージ3のテストを受けるのは，14歳の生徒たちである。2002年版のテストは入手でき  

なかった。しかし，キーステージ3についても，読書力の「国内標準」をもとに「国際標準」を  

考えていく際に重要な点を含んでいると考えられるので，ここではあえて入手できた2001年のも  

のを取り上げる。  

3．3．1新聞記事   

入手できたのは，ニ種類の読書媒体とその解答冊子である。一種類目は，新聞記事である。セ  

クションA，セクションB，セクションCと3つの記事が載せられていて，セクションAの2つ  

の問題とセクションBの1つの問題には全て答えなければならないが，セクションCの3つの問  

題は，その中の1つを選択して解答することになっている。全体で1時間30分のテストである。  

ここでは，セクションAについて簡単に触れておく。セクションAの記事は，日食についてのも  

ので，インディペンデント紙に実際掲載されたものである。間1は図4のように書かれている。   

このように，長文で諭じるような解答は，解答に含むべき内容を示しているところが特徴的で  

ある。解答用の冊子は別になっており，罫線が引かれているのみである。このように，学年が上  

がるにつれて，イギリスのナショナル・テストは，解答が長文化してくる傾向がある。  

3．3．2 シェイクスピアの戯曲   

もう一種類の読書媒体とは，シェイクスピアの戯曲であり，「ヘンリー5世」「マクベス」「十二  
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間1 ヘッドラインと1行目から13行目までに目を通しなさい   

どんな方法で，ヘッドラインと1行目から13行目までは，効果的な導入をこの記事に提供していま  

すか。   

解答する時には，以下についてコメントしなければなりません。   

・読者の意識をとらえるために書き手がヘッドラインに用いている方法   

・1行目から13行目において読み手の興味を呼び起こすために書き手が用いている方法   

あなたの考えを支持するために，1行目から13行目までについて語や句を用いて答えなさい。  

園4 新聞記事の問題の例  

夜」から2つずつの場面を抜粋された冊子“ScenesfromShakespeareplays”がそれである。イ  

ギリスのナショナル・カリキュラムのキーステージ3では，生徒はシェイクスピアの作品を読む  

ことが明示されているので，当然の読書媒体であるといえよう。この読書媒体を通して生徒側に  

要求されることは，一つの作品の2つの場面のうち，どちらか一方を選択し，指示された「課題」  

を行うことである。その「課題」例を挙げる（図5）。   

解答欄は，この課題の書かれた冊子とは別の冊子になっており，横書き30行のものが6ページ  

である。1つの作品から課題を1題ずつ選択するので，1作品あたり2ページの解答を書くこと  

になる。かける時間は全体で1時間15分である。   

ここでは，2つのことを指摘しておきたい。1点目は，「国内標準」としてその国の言語遺産を  

後世に伝えること，言語文化としての古典を与え，生徒がそれを読めるように導くことは，読書  

教育の大きな内容である。国の古典の読書を評価すること，しかしそれを「国際標準」に結びつ  

けることは難しいということである。事実，PISAの問題作成は担当者の話では，特定の国の文  

化に偏った材料が選ばれることがないように，あるいは，参加国全ての生徒が無理なく認識でき  

るような題材にするために，何度も検言寸を重ねているということである。2点日は，古典を読む  

ことについて，論述形式のテストであるということである。古典に対して受身にならないように  

図5 シェイクスピアの戯曲の課題例  
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読むということを読書力として評価しているといえよう。すなわち，本を選ぶという活動からは  

じまり，膨大な知識や経験の蓄積の上で，古典を読んで自分の意見を2ページにわたって書くと  

いうこの高度な活動が評価項目として挙げられているのである。  

3．3．3 考察   

以上のように，キーステージ3では，最新の資料の十分な分析はできなかったが，以下の2点を  

提案として受け止めることができる。   

まず，読書力評価に長文の論述を解答として求めるという形式である。特に古典を読解の村象  

としてみるだけでなく，論じる対象として考えているということを意味する。   

もう1つは，古典作品の扱いについてである。それぞれの「国内標準」に基づいての読書力評  

価で古典作品を扱うことは自然なあり方だといえるが，現実的にどのように扱うかはそれぞれの  

国の伝統文化に対する考え方や学校数育制度のあり方によって違ってくる。また，挙げられる作  

品も当然国によって違うので，「国際標準」テストに，各国の古典作品を盛り込んでいくというこ  

とは非常に難しいといえよう。このことは，「国際標準」テストで，その国々の独自の言語文化に  

対する読書活動を正当に評価することは難しいという大きな問題を提起している。  

4．その他の「国内標準」と「国際標準」に向けての経済的・政治的問題   

以上 イギリスのナショナル・テストという「国内標準」を分析することを通して，「国際標  

準」に向けた読書力評価のあり方を考察してきた。しかし，国際にしても国内にしても，「標準」  

テストは，経済的問題や政治的問題と無関係ではない。結論を急ぐ前に，PISA及び表1で取り  

上げた各国の読書力評価（国内標準），さらに，これらに該当する既存の我が国の評価などにも触  

れながら，経済的・政治的問題について論じることにする。   

まず，「国際標準」テストの経済的問題についてである。PISAでは，世界32カ国の生徒が村象  

となったが，この32カ国は当然のことながら，経済的に恵まれた国である。教育の整備を必要と  

している発展途上国においては，「国際標準」テストに参加するだけの費用があるとしたら，それ  

は教育の整備そのものに直接まわしたいと考えるであろう。したがって，「標準」という名前がつ  

いていても，非常に限られた，偏った国・地域における「標準」ということになる。そのことを  

念頭に置くとして，それでもなお，「国際標準」に向けて読書力評価を考察するには，偏ったもの  

を標準としていくことが必要である。「国際標準」は，世界中の国々の平均ではなく，こういうテ  

ストへの参加を通じて，作り出されるものであるからである。その意味で，実際に影響力を及ぼ  

す国々が参加したり実施したりしている標準に焦点をあてたことは，実質的な意味があったと考  

えられる。   

イギリスのナショナル・テストを分析する際に，筆者は，常にこのようなテストが「国際標準」  

テストとして経済的に可能かどうかということを考察していた。キーステージ1で用いられる音  

読の本やキーステージ2で使われていた雑誌のような形態をもつ読書媒体を，「国際標準」で用い  
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ることは可能である，と筆者は考えている。なぜなら，今回のPISAで用いられた問題文ブック  

レットと比較してみれば，それらは薄く安価で作成できると予想されるからである。まして，我  

が国は，PISA参加国の中でも，経済的に豊かな国である。読書力評価のためにこれらの形態の  

ものを作成することは難しくないであろう。   

本稿の最初に掲げた表1の番号2・5・7は，高等教育のための入試的機能を含む試験である。  

単に読書力を評価するだけでなく，すなわち，それ自体が教育制度や教育行政のあり方に密接に  

関係しており，それぞれの国でそれぞれの教育事情の下で成り立っている。また，番号6では，  

読書力テストの「国内標準」が政治的な要因を含んでいることを論じ，それを批判している。特  

に，教師にとっては，児童・生徒の成績が政策的なことと結びつく可能性が高いために，プレッ  

シャーを受けているというのである。「国際標準」テストについても，それが政策的なものに結び  

ついていく可能性は否定できない。この点をどのように考えるかが今後の課題である。番号4は，  

いわゆるテストではなく，調査である。子供だけでなく大人も含めて，読書に関する状況や読書  

環境が調査されている。ナショナル・テスト，GCSEのようなパブリック■エグザミネーション，  

コマーシャル・テスト・そして出版状況調査が複合的に，児童・生徒の読書の評価に役立てられ  

ている。複数の評価と調査で，読書指導を支持していくことが理想的である。しかし，より積極  

的に個々の児童・生徒の読書活動に直接役立つ，読書力評価の内容と方法をさらに開発していく  

必要がある。   

本稿の立場としては，このような「国際標準」のさまざまな側面や，各国の「国内標準」を検  

討しながらも，最終的には，我が国の読書力評価の内容や方法について，提案性のあるものを取  

り上げていくことが，意味のあることであると考えている。以上のことから，結論は以下のよう  

にまとめられる。  

5．結論  

5．1我が国の読書力評価に対する提案   

本稿では，イギリスのナショナル・テストを検討することを中心として，また，PISAなどの  

「国際標準」，各国の「国内標準」となっている読書力評価を概観することを通して，我が国の読  

書力評価のあり方を考察した。その結果，「国際標準」にむけての我が国の教育実践における読書  

力評価として，以下の点を提案とする。  

（1）本を選ぶ行為を評価するということ。まずは，読書力評価の内容についての提案である。   

方法としても，冊子のような形でもよいので，独立した複数の「本」を用意することによっ  

て，児童・生徒が自分の意思で本を選ぶという読書行動の重要な側面を評価することができ  

る。  

（2）本を本として認識することや，本に対しての態度の評価。タイトル・カバー・イラストな  

ど，文章以外の「本」の重要な情報をどのように処理しているかということを，教師による  
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質問によって，評価することができる。  

（3）パフォーマンス・テストという考え方。教師による観察やランニング・レコードという評   

価方法によって，児童・生徒の読書力の一側面である音読を評価することができる。  

（4）話し合いにおける児童の読書行動の評価とガイドラインの使用。音読が終わったあとの話   

し合いを通して，教師がどのような情報を評価項目として引き出すべきなのか，その質問項  

目の具体的な提案。  

（5）雑誌という複数の文種の複合体を読書することについての評価。特に，複数の文種にまた   

がった質問項目の提案。  

（6）解答の長さの多様性。選択肢から正答を選んだり，短い語で答えたりするだけでなく，読   

書媒体に対する自分の判断，意見，評価などを論述するという形式の提案。   

これらは，（4）のガイドラインの作成を除いて，教師が自分の教室の児童・生徒の読書力を評価  

しようとする時に，そのまま用いることができる提案であり，学校における読書指導を活発にす  

るための評価として提案する。  

5．2 課題  

「国内標準」を検討することで「国際標準」にむけての読書力評価を研究することが本稿の目的  

であったが，以下の点が今後の課題として残った。  

（1）古典に代表されるような，その国独自の言語文化を読むことについての評価の内容と方法。  

（2）「国内標準」や「国際標準」がおっている，経済的・政治的な問題。これは非常に大きく本   

質的な問題であるので，解決するということはないが，それらを考慮しながら，実際に児   

童・生徒に有益な読書力評価を検討していく方法。   

以上，本稿では，さまざまな国の「国内標準」テストを収集して，「国際標準」にむけた我が国  

の読書力評価のあり方を考察した。   

資料及び情報収集にあたって，イギリス・元国立教育評価財団（NFER）のGregBrooks氏，  

スペイン・国立評価研究所（INCE）のGuillermoA．Gil氏の多大なる協力を得た。感謝申し上げ  

る。  
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（PISA）2000年調査国際結果報告書』ぎょうせい，はしがき（伊勢呂裕史）より。  

（3）収集活動については，平成14年度科学研究費補助金基盤研究（CX2）「国際読書力テスト開発  
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のための準備調査」（課題番号14608008）の助成と，平成14年度日本学術振興会スペイン派  

遣研究者事業の助成を受けている。  

（4）イングランドとウェールズであるが，全国統一カリキュラムという性質を持っているので，   

「国内標準」と見ることが妥当である。  

（5）我が国におけるこのタイプのテストとして，表面上もっとも近いのは，心理学者の研究を   

元につくられた読書力診断テストである。例えば，サクセス・ベル社の読書力診断調査（応   

用教育研究所読書力研究部，岡本重大，村石昭三による共著）が挙げられる。  

（6）このことは，数人のイギリス人の発言による。筆者自身も，実際にこの間題の解答を試み，  

その意味を実感した。  

（7）興味深いことに，Kohnは，その文脈において，「／ト学校における達成度が高い日本におい   

ては，教師が標準テストのために教えなければならないというプレッシャーから自由である」   

と述べている。Kohn，A・（2000）乃gcαざg聯オ乃∫f∫fα乃血畑ねgd由ぶ勧㌻励ねわ暖地ggco柁ち相加吻   

iheschooLsHeinemann，p．62 なお，この著書と同名で，同じ内容，しかもKohn自身が出   

演しているビデオテープとオーディオ・テープも存在する。  

（8）足立幸子（2003）『国際読書力テスト開発のための準備調査』（科学研究費報告書，平成14   

年度基盤研究（CX2）14608008）  

（9）Quali丘cationsandCurriculumAuthority2001“EnglishtasksTeacher，shandbook，，（2002   

年版 ナショナル・テスト実施に際しての教師用マニュアル）26頁。  
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